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■第６回目の修了式は 10月 1日（土）大阪南港 ATCグリーンエコプラザのセミナールームで開

催しました。 

  
 

 
 

この日の参加者は 16名。会場には、講座でお世話になった各活動地の方々もお招きしました（写

真左）。 

  

 

 

第 6 回修了式のスケジュール 
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当協会村山理事長からの一言のあと、参加者一人ひとりに理事長から修了証書をお渡ししている

様子。 

 

 

その後、PowerPointを利用して、各講座で撮影した写真を多数使ったふり返りを行いました。6月

からの活動の記憶が思い起こされます。 

  
 

 

スライド例 
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ふり返りの中で、第 4回の講座の欠席者には、開催日当日に参加者に配布したものと同様の、活

動団体さんからのプレゼントをお渡ししました。これは、学生ボランティア養成講座第 1期生が伐

倒した桧で作成したものになります。第 2期生が伐倒した桧は来年度の講座の時に使われるとの

話に、参加者は静かに聞きいっていました。 

  
 

次に、以下の 4つのことについてそれぞれ回答してもらい、班ごとにまとめたものをホワイトボード

に貼りだして担当者に発表してもらいました。 

１． 想い出に残っている活動やエピソード 

２． どのようにすれば若い人たちが活動地に集まるかな!?アドバイスがあれば！ 

３． どのような経験を積んでおきたいですか？ 

４． 来年どのような講座を企画したら人が集まると思いますか!?環境事業協会へ提案があれば！ 

様々な若者からの意見や提案が出ましたが、このコーナーが終わってからは取り纏めをしたもの

を欲しいという提出依頼が団体さんから届きました。やはり若者目線の情報が今求められている

ようです。 
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今回は、前年度の第 1期生の講座が終わってからも、個人的に活動に参加している修了生 2人

をお呼びして、活動中に撮影した写真を見せてもらいながら活動の様子をご紹介頂きました。 

 

そして、活動地の方々と個別交流の時間を設けた時の様子です。話のネタにもなるよう、壁に貼り

だしてある活動毎に回収したアンケートの近くにそれぞれ集まって頂きました。 
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その他の活動地の紹介の様子。 

 

環境事業協会の職員からは、当協会が行っている事業内容の紹介や、直近の環境啓発イベント

の紹介をしました。 

  

最後は荷物を持って部屋を出て、会場であるグリーンエコプラザの「里山保全」「生物多様性」「木

の循環」といった内容で展示されている各ブースを、アテンダーさんにご紹介頂きました。 

熱心な参加者は、終わって解散後もブースに戻って展示内容を見学されていました。 
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さて、参加者にお配りしたアンケートでは、「実際に里山活動をされている方々のお話を伺ったり、

生の自然の中で活動できて、学校での授業と合わせて学ぶことができて、改めて参加してよかっ

たと思えました！」といった感想や、「もっと様々な生き物を見たり、他の地域にも行ってみたいと

思った。他大学の方とも会うきっかけにもなり、世界が広がったように感じました。」「この講座をき

っかけに、森林ボランティアに参加したり、わな猟免許をとったりできたので参加できてよかった。」

といった回答のように、この講座がきっかけの波及効果を感じられる内容も見られました。 

事務局としましては、講座が終わってからも、参加者の今後や、各活動地の今後に繋がるような

講座やイベントの案内が出来ればいいなと考えております。第 1期修了生からもう既に効果の現

れ始めている学生ボランティア養成講座ですが、来年度も開催致しますので是非宜しくお願い致

します。 


